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Ｑ
．
租
税
教
育
に
熱
心
な
地

域
と
聞
き
ま
し
た
。

猪
狩　

四
谷
法
人
会
の
青
年

部
会
が
、
税
の
使
い
道
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
「
下

敷
き
」
を
作
っ
て
管
内
の
小

中
学
校
に
配
付
し
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
度
の
下
敷
き

の
テ
ー
マ
は
、
消
防
隊
員
や

自
衛
官
ら
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
し
た
「
私
た
ち
の
命
と
暮

ら
し
を
支
え
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
た
ち
」。
昭
和
54

年
か
ら
続
く
活
動
と
い
う
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
税
の

大
切
さ
を
教
え
る
こ
と
に
熱

心
な
地
域
で
あ
る
と
う
か
が

え
ま
す
。

Ｑ
．
四
谷
の
街
で
、
署
長
お

す
す
め
の
お
気
に
入
り
ス

ポ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
。

猪
狩　

四
谷
は
「
坂
と
横
丁

と
緑
の
街
」
で
す
。
四
谷
に

は
多
く
の
坂
が
あ
り
、
ま
た

大
通
り
に
は
幾
筋
も
路
地
が

入
り
込
み
、
横
丁
を
構
成
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ

れ
が
地
域
に
親
し
ま
れ
た
名

前
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
「
四
谷
」
の
街
歩
き
を
お

楽
し
み
下
さ
い
。
特
に
四
谷

署
管
内
に
は
50
を
超
え
る
坂

が
あ
り
、
坂
名
の
由
来
を
確

認
し
な
が
ら
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ
．
猪
狩
署
長
の
こ
れ
ま
で

の
お
仕
事
で
、
印
象
的
だ
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す

か
？

猪
狩　

税
務
大
学
校
で
法
人

税
法
の
教
授
を
務
め
た
と
き

は
、「
活
力
あ
る
税
務
署
を

支
え
る
人
材
を
育
て
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
講
義
に

全
力
投
球
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
現
場
で
教
え
子
か

ら
「
教
授
の
熱
い
講
義
が
仕

事
に
役
立
ち
ま
し
た
」
と
感

謝
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
授
業
中
、
時
折
熱
く
な

り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
ね
。

宿
署
と
も
、
署
内
に
申
告
会

場
は
設
置
し
ま
せ
ん
。
し
か

し
、「
作
成
済
み
の
申
告
書

の
提
出
の
み
の
方
」
は
、
税

務
署
で
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
新
宿
ア
イ
ラ
ン
ド

の
会
場
で
は
納
税
証
明
書
の

発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。
納
税

証
明
書
が
必
要
な
方
は
作
成

済
み
の
申
告
書
を
お
持
ち
に

な
っ
て
、
税
務
署
ま
で
お
越

し
下
さ
い
。
そ
の
他
に
、
合

同
会
場
で
の
納
税
も
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
振
替
納
税
を
ご

利
用
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
で
の
納
税
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
２
月
20
日
・
27
日

の
日
曜
日
は
、
新
宿
ア
イ
ラ

ン
ド
会
場
は
お
休
み
で
す
が
、

東
京
国
税
局
（
大
手
町
）
の

１
階
に
申
告
書
作
成
お
よ
び

提
出
会
場
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

Ｑ
．
地
元
の
関
係
民
間
団
体

と
の
取
組
み
は
。

猪
狩　

四
谷
署
に
は
、
関
係

民
間
７
団
体
で
構
成
さ
れ
て

い
る
「
税
務
連
絡
協
議
会
」

が
あ
り
、
ほ
ぼ
毎
月
１
回
意

見
交
換
を
行
う
な
ど
、
連
携

を
密
に
し
て
い
ま
す
。
毎
年

11
月
11
日
〜
17
日
に
行
わ
れ

る「
税
を
考
え
る
週
間
」で
は
、

今
年
も
四
谷
署
と
税
務
連
絡

協
議
会
の
共
催
で
「
第
25
回

小
学
生
の
税
の
書
道
展
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
確
定
申
告

の
広
報
で
も
、
各
団
体
の
会

報
誌
へ
の
掲
載
や
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
な
ど
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り

ま
す
。
さ
ら

に
、
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
の
利
用

推
進
に
つ
い

て
も
、
平
成

22
年
２
月
１

日
に
「
税
務

連
絡
協
議
会

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

利
用
推
進
宣

言
」を
行
い
、

積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

Ｑ
．
確
定
申
告
で
す
。
四
谷

署
で
は
、
ど
の
よ
う
な
納
税

者
向
け
支
援
を
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。

猪
狩　

四
谷
署
で
は
、
２
月

１
日
〜
３
月
15
日
ま
で
の
平

日
は
、
新
宿
署
と
合
同
で
西

新
宿
の
新
宿
ア
イ
ラ
ン
ド
地

下
１
階
「
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
」

に
申
告
書
作
成
と
提
出
会
場

を
開
設
し
ま
す
。

会
場
に
は
、
個
人
認
証

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

で
も
電
子
申
告
が
で
き
る
パ

ソ
コ
ン
を
多
数
配
置
し
、
申

告
書
作
成
と
電
子
申
告
「
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
」
を
体
験
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
態
勢
を
整
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
に
不
慣

れ
な
方
に
は
、
操
作
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
申
告
書
作
成
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
同
会
場
に
は
、
新

宿
区
以
外
の
納
税
者
の
方
を

対
象
と
し
て
、
同
じ
く
パ
ソ

コ
ン
で
申
告
書
の
作
成
と
提

出
が
で
き
る
確
定
申
告
セ
ン

タ
ー
を
併
設
い
た
し
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

Ｑ
．
電
子
申
告
「
ｅ

－

Ｔ
ａ

ｘ
」
の
魅
力
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。

猪
狩　

ま
ず
、
税
務
署
に
出

向
く
こ
と
な
く
申
告
等
が
で

き
ま
す
。
送
信
可
能
時
間

も
、
通
常
は
月
曜
〜
金
曜
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
９

時
（
祝
日
等
お
よ
び
年
末
年

始
を
除
く
）
ま
で
で
す
が
、

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
中

は
24
時
間
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
書
面
で
提
出
す
る

と
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源

泉
徴
収
票
等
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
な
ら
所
定
の
内
容
を

四谷税務署　猪狩稔署長に聞く

入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
で

領
収
書
等
の
添
付
を
省
略
で

き
ま
す
（
例
外
あ
り
）。
書

類
等
は
提
出
や
提
示
を
求
め

ら
れ
る
の
で
、
保
存
は
し
て

お
い
て
下
さ
い
。

ま
た
、
ｅ

－
Ｔ
ａ
ｘ
で
の

還
付
申
告
は
早
期
処
理
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
還
付
が
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
受
け
ら
れ
ま

す
。
申
告
期
限
内
に
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
で
申
告
す
る
と
最
高

５
千
円
の
税
額
控
除
を
受
け

ら
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す

（
平
成
19
年
分
〜
22
年
分
の

間
で
い
ず
れ
か
１
回
）。ぜ
ひ
、

皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ｑ
．
確
定
申
告
期
間
中
、
四

谷
署
を
訪
れ
る
方
へ
お
願
い

が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

猪
狩　

申
告
書
作
成
お
よ
び

提
出
会
場
を
新
宿
ア
イ
ラ
ン

ド
に
開
設
し
ま
す
の
で
、
そ

の
期
間
中
は
、
四
谷
署
・
新

四
谷
は
、
甲
州
街
道
最
初
の
宿
場
町
「
内
藤
新
宿
」
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
歴

史
あ
る
街
。
近
代
化
の
一
方
で
、
江
戸
時
代
の
風
情
を
残
す
「
坂
」
が
多
い
の
も
魅

力
の
ひ
と
つ
だ
。
そ
ん
な
四
谷
地
区
を
管
轄
す
る
の
が
四
谷
税
務
署
。
確
定
申
告
の

季
節
を
迎
え
、
四
谷
税
務
署
は
、
申
告
書
の
作
成
と
提
出
が
で
き
る
「
新
宿
ア
イ
ラ

ン
ド
会
場
」
の
利
用
を
地
域
の
人
々
に
呼
び
か
け
て
い
る
。（
本
文
敬
称
略
）

申
告
は　
　
　
　
　

の
ご
利
用
を
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や
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し
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敷
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を
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の
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連
絡

協
議
会
の
共
催
で
「
第
25
回

小
学
生
の
税
の
書
道
展
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
確
定
申
告

の
広
報
で
も
、
各
団
体
の
会

報
誌
へ
の
掲
載
や
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
な
ど
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り

ま
す
。
さ
ら

に
、
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
の
利
用

推
進
に
つ
い

て
も
、
平
成

22
年
２
月
１

日
に
「
税
務

連
絡
協
議
会

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

利
用
推
進
宣

言
」を
行
い
、

積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

Ｑ
．
確
定
申
告
で
す
。
四
谷

署
で
は
、
ど
の
よ
う
な
納
税

者
向
け
支
援
を
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。

猪
狩
　
四
谷
署
で
は
、
２
月

１
日
〜
３
月
15
日
ま
で
の
平

日
は
、
新
宿
署
と
合
同
で
西

新
宿
の
新
宿
ア
イ
ラ
ン
ド
地

下
１
階
「
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
」

に
申
告
書
作
成
と
提
出
会
場

を
開
設
し
ま
す
。

会
場
に
は
、
個
人
認
証

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

で
も
電
子
申
告
が
で
き
る
パ

ソ
コ
ン
を
多
数
配
置
し
、
申

告
書
作
成
と
電
子
申
告
「
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
」
を
体
験
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
態
勢
を
整
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
に
不
慣

れ
な
方
に
は
、
操
作
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
申
告
書
作
成
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
同
会
場
に
は
、
新

宿
区
以
外
の
納
税
者
の
方
を

対
象
と
し
て
、
同
じ
く
パ
ソ

コ
ン
で
申
告
書
の
作
成
と
提

出
が
で
き
る
確
定
申
告
セ
ン

タ
ー
を
併
設
い
た
し
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

Ｑ
．
電
子
申
告
「
ｅ

－

Ｔ
ａ

ｘ
」
の
魅
力
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。

猪
狩
　
ま
ず
、
税
務
署
に
出

向
く
こ
と
な
く
申
告
等
が
で

き
ま
す
。
送
信
可
能
時
間

も
、
通
常
は
月
曜
〜
金
曜
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
９

時
（
祝
日
等
お
よ
び
年
末
年

始
を
除
く
）
ま
で
で
す
が
、

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
中

は
24
時
間
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
書
面
で
提
出
す
る

と
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源

泉
徴
収
票
等
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
な
ら
所
定
の
内
容
を

四谷税務署　猪狩稔署長に聞く

入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
で

領
収
書
等
の
添
付
を
省
略
で

き
ま
す
（
例
外
あ
り
）。
書

類
等
は
提
出
や
提
示
を
求
め

ら
れ
る
の
で
、
保
存
は
し
て

お
い
て
下
さ
い
。

ま
た
、
ｅ

－
Ｔ
ａ
ｘ
で
の

還
付
申
告
は
早
期
処
理
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
還
付
が
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
受
け
ら
れ
ま

す
。
申
告
期
限
内
に
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
で
申
告
す
る
と
最
高

５
千
円
の
税
額
控
除
を
受
け

ら
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す

（
平
成
19
年
分
〜
22
年
分
の

間
で
い
ず
れ
か
１
回
）。ぜ
ひ
、

皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ｑ
．
確
定
申
告
期
間
中
、
四

谷
署
を
訪
れ
る
方
へ
お
願
い

が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

猪
狩
　
申
告
書
作
成
お
よ
び

提
出
会
場
を
新
宿
ア
イ
ラ
ン

ド
に
開
設
し
ま
す
の
で
、
そ

の
期
間
中
は
、
四
谷
署
・
新

四
谷
は
、
甲
州
街
道
最
初
の
宿
場
町
「
内
藤
新
宿
」
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
歴

史
あ
る
街
。
近
代
化
の
一
方
で
、
江
戸
時
代
の
風
情
を
残
す
「
坂
」
が
多
い
の
も
魅

力
の
ひ
と
つ
だ
。
そ
ん
な
四
谷
地
区
を
管
轄
す
る
の
が
四
谷
税
務
署
。
確
定
申
告
の

季
節
を
迎
え
、
四
谷
税
務
署
は
、
申
告
書
の
作
成
と
提
出
が
で
き
る
「
新
宿
ア
イ
ラ

ン
ド
会
場
」
の
利
用
を
地
域
の
人
々
に
呼
び
か
け
て
い
る
。（
本
文
敬
称
略
）

申
告
は
　
　
　
　
　
の
ご
利
用
を
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な
っ
た
」
と
い
う
事
態
も
防

い
で
く
れ
る
。
青
色
申
告
の

メ
リ
ッ
ト
の
中
で
も
人
気
の

高
い
制
度
だ
。

平
成
23
年
度
税
制
改
正
で

は
、
こ
の
欠
損
金
の
繰
越
控

除
制
度
に
つ
い
て
、
利
用
を

一
部
制
限
す
る
見
直
し
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

現
行
で
は
、
繰
越
控
除
で

き
る
「
控
除
限
度
額
」
は
、

繰
越
控
除
し
な
い
も
の
と
し

て
計
算
し
た
「
そ
の
事
業
年

度
の
所
得
金
額
」
だ
。

こ
れ
が
同
23
年
度
改
正
で
、

繰
越
控
除
を
す
る
事
業
年
度

の
繰
越
控
除
前
所
得
の

「
80
％
」
ま
で
し
か
控
除
で

き
な
く
な
る
。

現
行
制
度
で
は
、
繰
越
欠

損
金
の
額
が
１
５
０
万
円
で
、

そ
の
事
業
年
度
の
繰
越
欠
損

金
控
除
前
の
所
得
金
額
が
１

０
０
万
円
な
ら
、
１
５
０
万

円
の
う
ち
１
０
０
万
円
が
損

金
に
な
り
、
そ
の
事
業
年
度

の
所
得
金
額
は
ゼ
ロ
だ
。
同

23
年
度
改
正
が
実
施
さ
れ
れ

ば
、
同
じ
ケ
ー
ス
で
は
80
万

円
し
か
控
除
で
き
な
く
な

る
。な

お
、
青
色
申
告
書
を
提

出
し
な
か
っ
た
事
業
年
度
の

災
害
に
よ
る
損
失
金
の
繰
越

控
除
制
度
に
お
け
る
控
除
限

度
額
に
つ
い
て
も
同
様
の
措

置
が
と
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
控
除
限
度

額
制
限
は
一
部
大
企
業
の
み

対
象
で
、
中
小
企
業
は
対
象

外
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
い
う

中
小
企
業
と
は
、
①
普
通
法

人
で
資
本
金
１
億
円
以
下
の

法
人
（
資
本
金
５
億
円
以
上

の
法
人
の
１
０
０
％
子
会
社

は
除
く
）
②
公
益
法
人
等
③

協
同
組
合
等
④
人
格
の
な
い

社
団
等―

―

の
こ
と
。
昨
年

度
の
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
導

入
の
影
響
で
、「
大
会
社
の

１
０
０
％
子
会
社
」
が
中
小

企
業
の
範
ち
ゅ
う
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、同
23
年
度
改
正
で
、

繰
越
控
除
で
き
る
期
間
が
現

行
の
７
年
間
か
ら「
９
年
間
」

に
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
ち
ら
は
法
人
の
規
模

に
関
わ
り
な
く
一
律
の
措
置

と
な
っ
て
い
る
。

中
小
企
業
は
胸
を
な
で
下

ろ
し
、
大
企
業
に
と
っ
て
は

厳
し
い
改
正
だ
が
、
こ
れ
は

法
人
税
の
税
率
引
き
下
げ
と

引
き
換
え
の
措
置
と
い
う
位

置
付
け
だ
。

大
企
業
対
象
の
繰
越
欠
損

金
控
除
の
「
控
除
限
度
額

80
％
」
は
、
平
成
23
年
４
月

１
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業

年
度
か
ら
適
用
。

繰
越
控
除
期
間
の
９
年
間

へ
の
延
長
は
同
20
年
４
月
１

日
以
後
に
終
了
し
た
事
業
年

度
で
生
じ
た
欠
損
金
額
か
ら

適
用
で
き
る
。

な
お
、
拡
充
で
あ
る
「
９

年
間
延
長
」
を
希
望
す
る
中

小
企
業
は
多
い
と
予
想
さ
れ

る
が
、
こ
の
措
置
は
「
そ
の

欠
損
金
が
生
じ
た
事
業
年
度

の
帳
簿
書
類
の
保
存
」
が
適

用
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
繰
越
期
間
延
長
に

合
わ
せ
て
法
人
税
の
欠
損
金

額
に
係
る
更
正
の
期
間
制
限

が
現
行
の
７
年
か
ら
９
年
へ

延
長
、
更
正
の
請
求
期
間
も

９
年
と
さ
れ
た
。

帳
簿
保
存
で
控
除
９
年
間

「
欠
損
金
の
繰
越
控
除
制

度
」
は
、
欠
損
金
（
赤
字
）

を
翌
年
度
以
降
に
繰
り
越
せ

る
も
の
で
、
現
行
制
度
で
は

「
７
年
間
」
ま
で
繰
越
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。

繰
り
越
し
た
欠
損
金
は
黒

字
と
相
殺
で
き
る
た
め
、

「
ず
っ
と
赤
字
で
や
っ
と
黒

字
が
出
た
と
思
っ
た
の
に
今

度
は
税
負
担
が
急
に
キ
ツ
く

青
色
申
告
法
人
に
と
っ
て
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
欠
損
金
の

繰
越
控
除
制
度
」。
平
成
23
年
度
税
制

改
正
で
は
、
こ
の
制
度
が
大
き
く
改
正

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
制
限
と
拡
充

が
同
時
に
行
わ
れ
る
改
正
に
な
る
が
、

中
小
企
業
は
制
限
か
ら
逃
れ
、
拡
充
の

恩
恵
の
み
受
け
ら
れ
る
と
い
う
歓
迎
す

べ
き
内
容
だ
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
制
度
だ

け
に
、
対
象
と
な
る
中
小
企
業
の
判
定

ラ
イ
ン
や
適
用
開
始
時
期
な
ど
は
し
っ

か
り
押
さ
え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

繰越欠損繰越欠損　　中小企業へやさしく中小企業へやさしく

▼  中小企業に人気の制度が
さらに強化

子
ど
も
手
当
支
給
と
高
校
授
業
料

無
償
化
の
財
源
と
し
て
、
平
成
22
年

度
税
制
改
正
で
廃
止
が
決
定
し
た
の

は
、
所
得
税
の
扶
養
控
除
の
う
ち
、

①
年
齢
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
（
年

少
扶
養
控
除
）
に
対
す
る
38
万
円
の

扶
養
控
除
②
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の

扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養
控
除
で
上

乗
せ
さ
れ
て
い
た
25
万
円
部
分

│

の
２
カ
所
。
②
の
年
齢
層
は
、
一
般

の
控
除
対
象
者
と
し
て
扶
養
控
除
額

は
38
万
円
に
下
が
る
。

平
成
23
年
時
点
で
、「
平
成
８
年

１
月
２
日
以
後
生
ま
れ
の
子
ど
も
」

が
い
れ
ば
年
少
扶
養
控
除
廃
止
の
影

響
が
あ
る
。
同
じ
く
今
年
「
平
成
５

年
１
月
２
日
〜
同
８
年
１
月
１
日
生

ま
れ
の
子
ど
も
」
は
上
乗
せ
分
廃
止

の
影
響
が
あ
る
。

扶
養
親
族
等
の
数
は
、
単
に
扶
養

し
て
い
る
人
数
で
決
ま
る
わ
け
で
は

な
い
。
納
税
者
本
人
が
障
害
者
・
寡

婦
・
寡
夫
・
勤
労
学
生
な
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
該
当
す
る
ご
と
に
扶
養
親
族
等

の
数
に
１
人
が
加
わ
る
。
納
税
者
の

控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
（
年

齢
16
歳
未
満
の
人
を
含
む
）
に
障
害

者
・
同
居
特
別
障
害
者
が
い
れ
ば
、

こ
ち
ら
も
該
当
す
る
ご
と
に
扶
養
親

族
等
の
数
に
１
人
を
加
え
る
。

扶
養
控
除
対
象
者
の
カ
ウ
ン
ト
方

法
が
変
わ
る
こ
と
で
、
給
与
所
得
者

は
源
泉
徴
収
税
額
が
変
化
す
る
。

源
泉
徴
収
税
額
表
に
は
、「
甲
欄
」

と
「
乙
欄
」
が
あ
る
。
扶
養
控
除
等

（
異
動
）
申
告
書
を
勤
務
先
に
提
出

し
て
い
る
人
に
は
甲
欄
、
提
出
し
て

い
な
い
人
は
乙
欄
を
適
用
す
る
。

月
給
か
ら
、
雇
用
保
険
・
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
の
合
計
で
あ
る
「
社

会
保
険
料
等
の
金
額
」
を
差
し
引
い

た
金
額
が
50
万
円
の
人
の
場
合
、
甲

欄
の
源
泉
徴
収
さ
れ
る
額
は
扶
養
親

族
等
が
０
人
な
ら
「
２
万
９
２
８
０

円
」、１
人
は
「
２
万
２
９
５
０
円
」、

２
人「
１
万
７
９
９
０
円
」、３
人「
１

万
４
８
３
０
円
」

│
と
、
以
降
も

人
数
が
増
え
る
に
つ
れ
額
は
低
く

な
っ
て
い
る
。

注
目
が
実
質
の
差
額
。こ
こ
で
は
、

０
人
と
１
人
の
差
額
は
６
３
３
０
円
。

１
人
と
２
人
の
差
額
は
４
９
６
０
円
、

２
人
と
３
人
の
差
額
は
３
１
６
０
円
。

４
人
以
上
を
比
べ
て
も
、
０
人
と
１

人
の
間
が
最
も
差
が
出
る
計
算
だ
。

所
得
が
高
い
ほ
ど
担
税
力
が
あ
る

と
し
て
、
大
き
な
負
担
を
求
め
る
の

が
所
得
税
の
仕
組
み
。
こ
の
源
泉
徴

収
税
額
も
、
扶
養
親
族
等
の
数
の
差

に
よ
る
税
額
差
も
、
高
所
得
者
ほ
ど

大
き
く
な
る
。
高
所
得
者
ほ
ど
扶
養

人
数
の
カ
ウ
ン
ト
が
重
要
に
な
る
。

子
ど
も
手
当
に
賛
否
両
論
が
あ
る

中
、
増
税
実
行
と
な
る
今
年
に
不
満

の
声
が
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

扶養親族のカウント重要に
今
年
１
月
、
平
成
22
年
度
税
制
改
正
で
の
決
定
事
項
が
い
よ
い
よ
動
き

出
し
た
。「
子
ど
も
手
当
」
な
ど
民
主
党
の
目
玉
政
策
の
財
源
に
差
し
出

さ
れ
た
扶
養
控
除
の
一
部
廃
止
が
そ
れ
だ
。
議
論
か
ら
１
年
、
納
税
者
の

中
に
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
い
、
源
泉
徴
収
税
額
が
増
え
て
驚
く
人
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
。い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
が
影
響
を
受
け
る
の
か
。

忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
き
た
子
ど
も
手
当
増
税
を
再
確
認
し
た
い
。

▲子ども手当があるので控除はナシ！

子ども手当増税ジワリ子ども手当増税ジワリ

―主な活動は―
◆税や財政・企業経営などをテーマとした講演会やセミナーを開催して
います。
◆最新の税制や経営情報を提供しています。
◆様々な分野の経営者が集まって異業種交流を行っています。
◆充実した福利厚生制度により企業や従業員の安心をサポートします。

●入会のお申し込み・お問い合わせはお近くの法人会事務局までご連絡ください。
上記は法人会の標準的な活動を紹介しています。法人であれば規模、業種を問わず法人会にご加入いただけます。
会費はそれぞれの法人会によって異なります。

　法人会は、適正な申告納税をめざす企業の
間から生まれた団体です。
　地域経済の中核を担う中小企業の活性化に
つながる税制改正提言や、未来を担う子供達
に租税教育を行うなど、会員企業が自ら中心
となって様々な活動を展開し、地域社会のお
役に立ち信頼される存在になろうと努めてお
ります。

めざします。企業の繁栄と社会への貢献めざします。企業の繁栄と社会への貢献

全国法人会総連合会長
大橋　光夫

全法連は、約100万社の会員企業
41都道県に442の会を擁する団体です。

財団法人 全国法人会総連合

法人会では皆様のご参加をお待ちしています。

〒160-0002　東京都新宿区坂町 13-4
TEL.03-3357-6681　http://www.zenkokuhojinkai.or.jp



(第三種郵便物認可)新宿区エリア版 四谷署編（3） ２０１１年（平成23年）２月１５日（火曜日）

税務・財務情報に特化して 60年超―。
信頼と実績のエヌピー通信社が満を持して、
35年ぶりに新創刊した経営・税務情報月刊紙！
中小企業のオーナー社長必読の経営（資金繰り、経営改善、
社保・年金、関連法令情報など）と税務（事業承継、相続税、
法人税対策情報など）の「詳報」が満載 !!

※『社長のミカタ』は顧問先・関与先企業様への配布ツールとしてもご活用いただけます。詳しくはお問い合せください。

TEL：0120-074-601/03-3971-0114（直通）

毎月 28日付・タブロイド判・12頁建以上
年間購読料 9,000 円（送料・消費税込）

お問い合せ エヌピー通信社　事業企画課
〒171-8558 豊島区南池袋 3-8-4

経営者のための
経営・財務情報紙
経営者のための

経営・財務情報紙

飯盛会計事務所
税理士　飯盛　俊昌
税理士　伊勢田　健二

〒162-0065 東京都新宿区住吉町 6番 10 号
小松ビル 201 号

TEL.03-3359-3922（代表）FAX.03-3359-1830
E-mail:toshiaki@wondernet.ne.jp

新宿法律会計事務所
税理士　山田惠美子

〒160-0022 東京都新宿区新宿１丁目 13 番 11 号
シブヤビル３Ｆ

TEL：03-3350-5975  　FAX：03-3350-6419
E-mail：emiko.yamada-office@mbr.nifty.com

城北税理士法人

土屋　彰
田口雅美

〒162-0044 東京都新宿区喜久井町 62 番地
TEL:03-3202-0916  FAX:03-3202-0959
E-mail:tsuchiya@nalcs.com

代 表 社 員
税 理 士

社員税理士

〒170-0005 東京都豊島区南大塚 3-39-14
大塚南ビル七階

TEL:03-5957-5654  FAX:03-5957-5611
E-mail:otani@otaniacc.jp

尾谷会計事務所

税理士　尾谷恒行

税務分野別に特化した
専門チームによる総合力 NO . 1

仙台支部

名古屋支部

大阪支部

小田原支部

伊東支部

横浜支部

本部

盛岡支部

八戸支部

福岡支部

青森支部

〒163-0631　東京都新宿区西新宿 1-25-1 
　　　　　　　　新宿センタービル 31 階
TEL 03-5323-3301    FAX 03-5323-3302 

http://www.ht-tax.or.jp/
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<お知らせ>
本紙『納税通信』の通常号は
毎週月曜日発行です。

年間購読料（前納・送料共）36,700 円
www.nouzei.jp
03（3971）0114（直通）購読・広告申込

©
『納税通信』（東京国税局管内 特別号外 新宿区エ
リア版）は、「税務行政当局と納税者の理解を深め
るための情報紙」として、新宿区内全域の『日本経
済新聞』（宅配分）に不定期で折り込み配布してい
る無料紙です。発行に際しては四谷税務署に取材
面でご協力いただきました。また、四谷法人会、
四谷青色申告会、東京税理士会四谷支部をはじめ
とする税務協力団体や、地域の経営者を強力にサ
ポートする税理士の先生方、さらには地元に密着
した活動を展開する経済団体、金融機関などに、
ご賛同およびご協賛をいただきました。紙上にて
御礼申し上げます。 【エヌピー通信社・企画編集部】

東京国税局管内 特別号外

新宿区エリア版 四谷税務署編
平成 23年 2 月15日発行

（4）新宿区エリア版四谷署編

東京税理士会 四谷支部
支 部 長 山田惠美子 副支部長 谷 　明彦
副支部長 飯盛　俊昌 　 同 北岡ひとみ
　 同 土屋　 彰 　 同 村山　 勝
　 同 水上　 皎 　 同 宮下　常民

〒160-0004 新宿区四谷３-７-６ ＮＫ第８ビル２階　TEL(03)3357-4858 東京商工会議所新宿支部 〒160-0023　新宿区西新宿6-8-2 BIZ 新宿 4F　TEL．03-3345-3290

東商新宿支部からのお知らせ
低利な融資制度（無担保・無保証人）のご案内

資金繰りの
お手伝い

融資内容

融資対象

融資限度額 1500万円 返済期間 運転資金７年以内・設備資金10年以内
担保・保証人 不要（信用保証協会の保証も不要です）
金利
申込方法 お申し込みは下記までお気軽にお問合わせ下さい。

年 1.85％（平成22年11月11日現在）

従業員が20人以下（商業・サービス業５人以下）。業歴１年以上。税金
を完納していること。　※税理士・会計士の方でもご利用いただけます。

マル経融資（小規模事業者経営改善資金）
商工会議所の推薦にもとづき、無担保・無保証人・低利で受けられる
国の（日本政策金融公庫）の融資制度です。

※上記の融資枠と返済条件は平成23年３月31日までの取り扱いとなります。
※審査の結果、ご希望に添えないことがあります。

２０１１年（平成23年）２月１５日（火曜日）

平
成
23
年
度
税
制
改
正
大
綱
で

は
、
相
続
税
の
大
改
正
案
が
示
さ

れ
た
。
正
味
遺
産
額
か
ら
差
し
引

け
る
基
礎
控
除
の
額
を
、
現
行
の

５
千
万
円
か
ら
３
千
万
円
に
、
法

定
相
続
人
の
比
例
控
除
の
額
を
、

１
人
当
た
り
１
千
万
円
の
と
こ
ろ

を
６
０
０
万
円
に
引
き
下
げ
る
と

い
う
も
の
だ
。
つ
ま
り
、「
５
千

万
円
＋
１
千
万
円
×
法
定
相
続
人

数
」
か
ら
「
３
千
万
円
＋
６
０
０

万
円
×
法
定
相
続
人
数
」
に
な
っ

た
わ
け
だ
。

こ
れ
に
よ
り
、
法
定
相
続
人
の

遺
族
が
妻
と
子
２
人
の
場
合
、
今

ま
で
は
合
計
８
千
万
円
以
上
の
資

産
が
な
け
れ
ば
相
続
税
は
発
生
し

な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
今
後
は
４
８

０
０
万
円
以
上
で
発
生
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
持
ち
家
に
ち
ょ
っ
と

し
た
預
金
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で

対
象
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
本

遺
影
お
よ
び
遺
骨
を
祭
り
、
僧
侶

に
よ
る
読
経
と
と
も
に
、
参
列
者

が
焼
香
な
ど
を
行
う
仏
式
の
も
の

だ
っ
た
。
な
お
２
回
行
わ
れ
た
告

別
式
に
要
し
た
費
用
は
、
Ａ
市
で

の
も
の
が
２
０
０
万
円
、
Ｂ
市
で

の
も
の
が
30
万
円
だ
っ
た
。

相
続
税
法
は
葬
式
費
用
の
範
囲

に
つ
い
て
定
め
て
お
ら
ず
、
相
続

税
法
基
本
通
達
13

－

４
で
そ
の
範

囲
に
つ
い
て
、
①
葬
式
も
し
く
は

葬
送
に
際
し
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の

前
に
お
い
て
、
埋
葬
、
火
葬
、
納

骨
ま
た
は
遺
骸（
い
が
い
）も
し
く

は
遺
骨
の
回
送
そ
の
ほ
か
に
要
し

た
費
用
（
仮
葬
式
と
本
葬
式
と
を

行
う
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
両

者
の
費
用
）、②
葬
式
に
際
し
、施

与
し
た
金
品
で
、
被
相
続
人
の
職

業
、
財
産
そ
の
ほ
か
の
事
情
に
照

ら
し
て
相
当
程
度
と
認
め
ら
れ
る

も
の
に
要
し
た
費
用
、
③
①
ま
た

は
②
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
葬

式
の
前
後
に
生
じ
た
出
費
で
通
常

葬
式
に
伴
う
も
の
と
認
め
ら
れ
る

も
の
お
よ
び
④
死
体
の
捜
索
ま
た

は
死
体
も
し
く
は
遺
骨
の
運
搬
に

要
し
た
費
用

│
と
し
て
い
る
。

今
回
の
場
合
、
Ａ
市
・
Ｂ
市
ど

ち
ら
の
市
で
行
っ
た
告
別
式
も
、

死
者
の
追
善
供
養
の
た
め
営
ま
れ

る
法
会
（
法
事
）
で
は
な
く
、
死

者
を
葬
る
た
め
に
行
わ
れ
た
儀
式
。

こ
れ
に
よ
り
、
Ｂ
市
の
告
別
式
に

要
し
た
費
用
も
、
同
通
達
に
掲
げ

ら
れ
た
費
用
（
葬
式
に
際
し
要
し

た
費
用
）
に
該
当
す
る
と
考
え
て

良
い
と
当
局
が
回
答
を
示
し
た
。

ぎ
り
ぎ
り
の
ラ
イ
ン
で
相
続
税

の
課
税
対
象
と
な
り
そ
う
な
場
合
、

本
来
家
族
葬
を
希
望
し
て
い
た
が
、

大
々
的
な
葬
儀
を
行
う
こ
と
で
課

税
遺
産
総
額
を
圧
縮
す
る
と
い
う

手
も
あ
り
そ
う
だ
。
た
だ
し
そ
の

場
合
、「
被
相
続
人
の
職
業
、
財

産
そ
の
ほ
か
の
事
情
に
照
ら
し
て

相
当
程
度
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
注
意

し
た
い
。

平
成
23
年
度
税
制
改
正
大
綱
で
は
、
相
続
税
の
大
増
税
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
基
礎
控
除
額
が
大

き
く
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
は
「
ご
く
わ
ず
か
な
人
」
に
し
か
影
響
の
な
か
っ

た
相
続
税
の
問
題
も
、誰
に
で
も
降
り
か
か
っ
て
き
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

相
続
の
際
に
課
税
対
象
と
な
ら
な
い
財
産
や
控
除
で
き
る
財
産
な
ど
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
押
さ

え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

告別式２回も実態に合わせて控除ＯＫ
▼

悲しみの中でも気になるのは葬式費用…

当
に
相
続
が
「
ひ
と
ご
と
」
で
は

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

相
続
の
計
算
は
、
財
産
の
総
額

を
足
し
合
わ
せ
た
「
遺
産
総
額
」

か
ら「
非
課
税
財
産
」「
葬
式
費
用
」

「
受
け
継
い
だ
債
務
」を
差
し
引
き
、

さ
ら
に
そ
こ
に
相
続
開
始
前
３
年

以
内
の
贈
与
財
産
を
足
し
、
３
千

万
円
＋
６
０
０
万
円
×
法
定
相
続

人
数
の
基
礎
控
除
額
を
差
し
引
い

て
計
算
す
る
。

こ
の
よ
う
に
「
葬
式
費
用
」
は

遺
産
総
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
そ
の
葬
式
費
用
に
も

注
意
が
必
要
で
、
そ
こ
に
含
ま
れ

る
の
は
葬
儀
の
費
用
や
お
通
夜
の

費
用
な
ど
の
み
。
香
典
返
し
の
費

用
や
墓
地
や
墓
石
の
購
入
費
用
、

墓
地
の
借
入
料
、
初
七
日
そ
の
ほ

か
法
要
な
ど
の
た
め
の
費
用
は
葬

式
費
用
に
は
含
ま
れ
な
い
。な
お
、

墓
地
・
墓
石
の
購
入
費
用
は
生
前

に
用
意
し
て
お
け
ば
、
非
課
税
財

産
と
し
て
遺
産
総
額
か
ら
控
除
さ

れ
る
。

最
近
で
は
葬
式
の
行
い
方
に
も

多
様
性
が
生
じ
、
従
来
の
仏
式
の

に
加
え
、
儀
礼
的
な
弔
問
者
を
受

け
ず
通
夜
や
告
別
式
だ
け
を
行
う

「
家
族
葬
」
や
、
葬
儀
を
全
く
せ

ず
に
病
院
か
ら
直
接
火
葬
場
へ
と

遺
体
を
送
る
「
直
葬
」
を
希
望
す

る
故
人
も
多
い
。ま
た
、亡
く
な
っ

た
後
に
海
や
山
な
ど
に
骨
を
ま
い

て
ほ
し
い
と
い
う
「
散
骨
」
を
望

む
人
も
増
え
て
い
る
。
故
人
の
こ

う
い
っ
た
要
望
に
応
え
、
遺
族
が

沖
縄
の
海
や
富
士
山
の
山
頂
へ
骨

を
ま
き
に
行
っ
た

│
と
い
っ
た

場
合
、
こ
れ
は
葬
式
費
用
と
し
て

認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

散
骨
葬
式
な
ら
認
め
ら
れ

こ
れ
に
対
し
て
課
税
当
局
は
、

「
葬
式
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る

も
の
な
ら
ば
、
費
用
と
し
て
差
し

支
え
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、「
例

え
ば
、
渡
航
し
た
つ
い
で
に
観
光

も
行
う
よ
う
な
場
合
、
全
て
を
葬

式
費
用
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
ど
こ
ま

で
を
葬
式
費
用
に
す
る
か
は
、
観

光
費
用
な
ど
と
切
り
分
け
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
。
豪
華

な
旅
行
を
行
っ
て
「
散
骨
が
故
人

の
遺
志
だ
っ
た
の
で
」
と
言
っ
て

も
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い

わ
け
だ
。

ま
た
先
ご
ろ
、
名
古
屋
国
税
局

が
こ
の
葬
式
費
用
に
つ
い
て
文
書

回
答
事
例
を
示
し
た
。

こ
の
事
例
の
内
容
と
は
、
葬
式

費
用
の
対
象
と
な
る
告
別
式
を
２

回
に
分
け
て
行
っ
た
場
合
、
そ
の

ど
ち
ら
も
葬
式
費
用
と
し
て
非
課

税
財
産
に
算
入
し
て
良
い
の
か
？

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
だ
。

Ａ
市
で
亡
く
な
っ
た
Ｐ
さ
ん
は
、

元
は
Ｂ
市
の
出
身
。
亡
く
な
っ
た

Ａ
市
に
お
い
て
告
別
式
を
行
う
こ

と
に
し
た
が
、
Ａ
市
の
み
で
告
別

式
を
行
う
と
Ｂ
市
に
在
住
の
知
人

や
親
戚
ら
が
告
別
式
に
出
席
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
、

参
列
者
の
便
宜
を
考
慮
し
遺
族
の

意
思
に
よ
り
Ａ
市
で
の
告
別
式
の

後
、
Ｂ
市
で
の
告
別
式
を
別
途
執

り
行
っ
た
。

Ａ
市
に
お
い
て
行
わ
れ
た
１
回

目
の
告
別
式
は
、
遺
影
お
よ
び
遺

体
を
祭
り
、
僧
侶
に
よ
る
読
経
と

と
も
に
職
場
や
近
所
の
方
が
焼
香

な
ど
を
行
う
仏
式
で
執
り
行
っ
た
。

ま
た
、
納
骨
前
に
Ｂ
市
に
お
い
て

行
わ
れ
た
２
回
目
の
告
別
式
も
、

ることも

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
…

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
…

相
続
税
ど
こ
ま
で
が
非
課
税
？
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な
っ
た
」
と
い
う
事
態
も
防

い
で
く
れ
る
。
青
色
申
告
の

メ
リ
ッ
ト
の
中
で
も
人
気
の

高
い
制
度
だ
。

平
成
23
年
度
税
制
改
正
で

は
、
こ
の
欠
損
金
の
繰
越
控

除
制
度
に
つ
い
て
、
利
用
を

一
部
制
限
す
る
見
直
し
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

現
行
で
は
、
繰
越
控
除
で

き
る
「
控
除
限
度
額
」
は
、

繰
越
控
除
し
な
い
も
の
と
し

て
計
算
し
た
「
そ
の
事
業
年

度
の
所
得
金
額
」
だ
。

こ
れ
が
同
23
年
度
改
正
で
、

繰
越
控
除
を
す
る
事
業
年
度

の
繰
越
控
除
前
所
得
の

「
80
％
」
ま
で
し
か
控
除
で

き
な
く
な
る
。

現
行
制
度
で
は
、
繰
越
欠

損
金
の
額
が
１
５
０
万
円
で
、

そ
の
事
業
年
度
の
繰
越
欠
損

金
控
除
前
の
所
得
金
額
が
１

０
０
万
円
な
ら
、
１
５
０
万

円
の
う
ち
１
０
０
万
円
が
損

金
に
な
り
、
そ
の
事
業
年
度

の
所
得
金
額
は
ゼ
ロ
だ
。
同

23
年
度
改
正
が
実
施
さ
れ
れ

ば
、
同
じ
ケ
ー
ス
で
は
80
万

円
し
か
控
除
で
き
な
く
な

る
。な

お
、
青
色
申
告
書
を
提

出
し
な
か
っ
た
事
業
年
度
の

災
害
に
よ
る
損
失
金
の
繰
越

控
除
制
度
に
お
け
る
控
除
限

度
額
に
つ
い
て
も
同
様
の
措

置
が
と
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
控
除
限
度

額
制
限
は
一
部
大
企
業
の
み

対
象
で
、
中
小
企
業
は
対
象

外
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
い
う

中
小
企
業
と
は
、
①
普
通
法

人
で
資
本
金
１
億
円
以
下
の

法
人
（
資
本
金
５
億
円
以
上

の
法
人
の
１
０
０
％
子
会
社

は
除
く
）
②
公
益
法
人
等
③

協
同
組
合
等
④
人
格
の
な
い

社
団
等―

―

の
こ
と
。
昨
年

度
の
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
導

入
の
影
響
で
、「
大
会
社
の

１
０
０
％
子
会
社
」
が
中
小

企
業
の
範
ち
ゅ
う
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、同
23
年
度
改
正
で
、

繰
越
控
除
で
き
る
期
間
が
現

行
の
７
年
間
か
ら「
９
年
間
」

に
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
ち
ら
は
法
人
の
規
模

に
関
わ
り
な
く
一
律
の
措
置

と
な
っ
て
い
る
。

中
小
企
業
は
胸
を
な
で
下

ろ
し
、
大
企
業
に
と
っ
て
は

厳
し
い
改
正
だ
が
、
こ
れ
は

法
人
税
の
税
率
引
き
下
げ
と

引
き
換
え
の
措
置
と
い
う
位

置
付
け
だ
。

大
企
業
対
象
の
繰
越
欠
損

金
控
除
の
「
控
除
限
度
額

80
％
」
は
、
平
成
23
年
４
月

１
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業

年
度
か
ら
適
用
。

繰
越
控
除
期
間
の
９
年
間

へ
の
延
長
は
同
20
年
４
月
１

日
以
後
に
終
了
し
た
事
業
年

度
で
生
じ
た
欠
損
金
額
か
ら

適
用
で
き
る
。

な
お
、
拡
充
で
あ
る
「
９

年
間
延
長
」
を
希
望
す
る
中

小
企
業
は
多
い
と
予
想
さ
れ

る
が
、
こ
の
措
置
は
「
そ
の

欠
損
金
が
生
じ
た
事
業
年
度

の
帳
簿
書
類
の
保
存
」
が
適

用
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
繰
越
期
間
延
長
に

合
わ
せ
て
法
人
税
の
欠
損
金

額
に
係
る
更
正
の
期
間
制
限

が
現
行
の
７
年
か
ら
９
年
へ

延
長
、
更
正
の
請
求
期
間
も

９
年
と
さ
れ
た
。

帳
簿
保
存
で
控
除
９
年
間

「
欠
損
金
の
繰
越
控
除
制

度
」
は
、
欠
損
金
（
赤
字
）

を
翌
年
度
以
降
に
繰
り
越
せ

る
も
の
で
、
現
行
制
度
で
は

「
７
年
間
」
ま
で
繰
越
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。

繰
り
越
し
た
欠
損
金
は
黒

字
と
相
殺
で
き
る
た
め
、

「
ず
っ
と
赤
字
で
や
っ
と
黒

字
が
出
た
と
思
っ
た
の
に
今

度
は
税
負
担
が
急
に
キ
ツ
く

青
色
申
告
法
人
に
と
っ
て
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
欠
損
金
の

繰
越
控
除
制
度
」。
平
成
23
年
度
税
制

改
正
で
は
、
こ
の
制
度
が
大
き
く
改
正

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
制
限
と
拡
充

が
同
時
に
行
わ
れ
る
改
正
に
な
る
が
、

中
小
企
業
は
制
限
か
ら
逃
れ
、
拡
充
の

恩
恵
の
み
受
け
ら
れ
る
と
い
う
歓
迎
す

べ
き
内
容
だ
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
制
度
だ

け
に
、
対
象
と
な
る
中
小
企
業
の
判
定

ラ
イ
ン
や
適
用
開
始
時
期
な
ど
は
し
っ

か
り
押
さ
え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

繰越欠損　中小企業へやさしく

▼  中小企業に人気の制度が
さらに強化

子
ど
も
手
当
支
給
と
高
校
授
業
料

無
償
化
の
財
源
と
し
て
、
平
成
22
年

度
税
制
改
正
で
廃
止
が
決
定
し
た
の

は
、
所
得
税
の
扶
養
控
除
の
う
ち
、

①
年
齢
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
（
年

少
扶
養
控
除
）
に
対
す
る
38
万
円
の

扶
養
控
除
②
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の

扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養
控
除
で
上

乗
せ
さ
れ
て
い
た
25
万
円
部
分

│

の
２
カ
所
。
②
の
年
齢
層
は
、
一
般

の
控
除
対
象
者
と
し
て
扶
養
控
除
額

は
38
万
円
に
下
が
る
。

平
成
23
年
時
点
で
、「
平
成
８
年

１
月
２
日
以
後
生
ま
れ
の
子
ど
も
」

が
い
れ
ば
年
少
扶
養
控
除
廃
止
の
影

響
が
あ
る
。
同
じ
く
今
年
「
平
成
５

年
１
月
２
日
〜
同
８
年
１
月
１
日
生

ま
れ
の
子
ど
も
」
は
上
乗
せ
分
廃
止

の
影
響
が
あ
る
。

扶
養
親
族
等
の
数
は
、
単
に
扶
養

し
て
い
る
人
数
で
決
ま
る
わ
け
で
は

な
い
。
納
税
者
本
人
が
障
害
者
・
寡

婦
・
寡
夫
・
勤
労
学
生
な
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
該
当
す
る
ご
と
に
扶
養
親
族
等

の
数
に
１
人
が
加
わ
る
。
納
税
者
の

控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
（
年

齢
16
歳
未
満
の
人
を
含
む
）
に
障
害

者
・
同
居
特
別
障
害
者
が
い
れ
ば
、

こ
ち
ら
も
該
当
す
る
ご
と
に
扶
養
親

族
等
の
数
に
１
人
を
加
え
る
。

扶
養
控
除
対
象
者
の
カ
ウ
ン
ト
方

法
が
変
わ
る
こ
と
で
、
給
与
所
得
者

は
源
泉
徴
収
税
額
が
変
化
す
る
。

源
泉
徴
収
税
額
表
に
は
、「
甲
欄
」

と
「
乙
欄
」
が
あ
る
。
扶
養
控
除
等

（
異
動
）
申
告
書
を
勤
務
先
に
提
出

し
て
い
る
人
に
は
甲
欄
、
提
出
し
て

い
な
い
人
は
乙
欄
を
適
用
す
る
。

月
給
か
ら
、
雇
用
保
険
・
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
の
合
計
で
あ
る
「
社

会
保
険
料
等
の
金
額
」
を
差
し
引
い

た
金
額
が
50
万
円
の
人
の
場
合
、
甲

欄
の
源
泉
徴
収
さ
れ
る
額
は
扶
養
親

族
等
が
０
人
な
ら
「
２
万
９
２
８
０

円
」、１
人
は
「
２
万
２
９
５
０
円
」、

２
人「
１
万
７
９
９
０
円
」、３
人「
１

万
４
８
３
０
円
」

│
と
、
以
降
も

人
数
が
増
え
る
に
つ
れ
額
は
低
く

な
っ
て
い
る
。

注
目
が
実
質
の
差
額
。こ
こ
で
は
、

０
人
と
１
人
の
差
額
は
６
３
３
０
円
。

１
人
と
２
人
の
差
額
は
４
９
６
０
円
、

２
人
と
３
人
の
差
額
は
３
１
６
０
円
。

４
人
以
上
を
比
べ
て
も
、
０
人
と
１

人
の
間
が
最
も
差
が
出
る
計
算
だ
。

所
得
が
高
い
ほ
ど
担
税
力
が
あ
る

と
し
て
、
大
き
な
負
担
を
求
め
る
の

が
所
得
税
の
仕
組
み
。
こ
の
源
泉
徴

収
税
額
も
、
扶
養
親
族
等
の
数
の
差

に
よ
る
税
額
差
も
、
高
所
得
者
ほ
ど

大
き
く
な
る
。
高
所
得
者
ほ
ど
扶
養

人
数
の
カ
ウ
ン
ト
が
重
要
に
な
る
。

子
ど
も
手
当
に
賛
否
両
論
が
あ
る

中
、
増
税
実
行
と
な
る
今
年
に
不
満

の
声
が
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

扶養親族のカウント重要に
今
年
１
月
、
平
成
22
年
度
税
制
改
正
で
の
決
定
事
項
が
い
よ
い
よ
動
き

出
し
た
。「
子
ど
も
手
当
」
な
ど
民
主
党
の
目
玉
政
策
の
財
源
に
差
し
出

さ
れ
た
扶
養
控
除
の
一
部
廃
止
が
そ
れ
だ
。
議
論
か
ら
１
年
、
納
税
者
の

中
に
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
い
、
源
泉
徴
収
税
額
が
増
え
て
驚
く
人
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
。い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
が
影
響
を
受
け
る
の
か
。

忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
き
た
子
ど
も
手
当
増
税
を
再
確
認
し
た
い
。

▲子ども手当があるので控除はナシ！

子ども手当増税ジワリ

―主な活動は―
◆税や財政・企業経営などをテーマとした講演会やセミナーを開催して
います。
◆最新の税制や経営情報を提供しています。
◆様々な分野の経営者が集まって異業種交流を行っています。
◆充実した福利厚生制度により企業や従業員の安心をサポートします。

●入会のお申し込み・お問い合わせはお近くの法人会事務局までご連絡ください。
上記は法人会の標準的な活動を紹介しています。法人であれば規模、業種を問わず法人会にご加入いただけます。
会費はそれぞれの法人会によって異なります。

　法人会は、適正な申告納税をめざす企業の
間から生まれた団体です。
　地域経済の中核を担う中小企業の活性化に
つながる税制改正提言や、未来を担う子供達
に租税教育を行うなど、会員企業が自ら中心
となって様々な活動を展開し、地域社会のお
役に立ち信頼される存在になろうと努めてお
ります。

めざします。企業の繁栄と社会への貢献めざします。企業の繁栄と社会への貢献

全国法人会総連合会長
大橋　光夫

全法連は、約100万社の会員企業
41都道県に442の会を擁する団体です。

財団法人 全国法人会総連合

法人会では皆様のご参加をお待ちしています。

〒160-0002　東京都新宿区坂町 13-4
TEL.03-3357-6681　http://www.zenkokuhojinkai.or.jp
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税務・財務情報に特化して 60年超―。
信頼と実績のエヌピー通信社が満を持して、
35年ぶりに新創刊した経営・税務情報月刊紙！
中小企業のオーナー社長必読の経営（資金繰り、経営改善、
社保・年金、関連法令情報など）と税務（事業承継、相続税、
法人税対策情報など）の「詳報」が満載 !!

※『社長のミカタ』は顧問先・関与先企業様への配布ツールとしてもご活用いただけます。詳しくはお問い合せください。

TEL：0120-074-601/03-3971-0114（直通）

毎月 28日付・タブロイド判・12頁建以上
年間購読料 9,000 円（送料・消費税込）

お問い合せ エヌピー通信社　事業企画課
〒171-8558 豊島区南池袋 3-8-4

経営者のための
経営・財務情報紙
経営者のための

経営・財務情報紙

飯盛会計事務所
税理士　飯盛　俊昌
税理士　伊勢田　健二

〒162-0065 東京都新宿区住吉町 6番 10 号
小松ビル 201 号

TEL.03-3359-3922（代表）FAX.03-3359-1830
E-mail:toshiaki@wondernet.ne.jp

新宿法律会計事務所
税理士　山田惠美子

〒160-0022 東京都新宿区新宿１丁目 13 番 11 号
シブヤビル３Ｆ

TEL：03-3350-5975  　FAX：03-3350-6419
E-mail：emiko.yamada-office@mbr.nifty.com

城北税理士法人

土屋　彰
田口雅美

〒162-0044 東京都新宿区喜久井町 62 番地
TEL:03-3202-0916  FAX:03-3202-0959
E-mail:tsuchiya@nalcs.com

代 表 社 員
税 理 士

社員税理士

〒170-0005 東京都豊島区南大塚 3-39-14
大塚南ビル七階

TEL:03-5957-5654  FAX:03-5957-5611
E-mail:otani@otaniacc.jp

尾谷会計事務所

税理士　尾谷恒行

税務分野別に特化した
専門チームによる総合力 NO . 1

仙台支部

名古屋支部

大阪支部

小田原支部

伊東支部

横浜支部

本部

盛岡支部

八戸支部
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東商新宿支部からのお知らせ
低利な融資制度（無担保・無保証人）のご案内

資金繰りの
お手伝い

融資内容

融資対象

融資限度額 1500万円 返済期間 運転資金７年以内・設備資金10年以内
担保・保証人 不要（信用保証協会の保証も不要です）
金利
申込方法 お申し込みは下記までお気軽にお問合わせ下さい。

年 1.85％（平成22年11月11日現在）

従業員が20人以下（商業・サービス業５人以下）。業歴１年以上。税金
を完納していること。　※税理士・会計士の方でもご利用いただけます。

マル経融資（小規模事業者経営改善資金）
商工会議所の推薦にもとづき、無担保・無保証人・低利で受けられる
国の（日本政策金融公庫）の融資制度です。

※上記の融資枠と返済条件は平成23年３月31日までの取り扱いとなります。
※審査の結果、ご希望に添えないことがあります。

２０１１年（平成23年）２月１５日（火曜日）

平
成
23
年
度
税
制
改
正
大
綱
で

は
、
相
続
税
の
大
改
正
案
が
示
さ

れ
た
。
正
味
遺
産
額
か
ら
差
し
引

け
る
基
礎
控
除
の
額
を
、
現
行
の

５
千
万
円
か
ら
３
千
万
円
に
、
法

定
相
続
人
の
比
例
控
除
の
額
を
、

１
人
当
た
り
１
千
万
円
の
と
こ
ろ

を
６
０
０
万
円
に
引
き
下
げ
る
と

い
う
も
の
だ
。
つ
ま
り
、「
５
千

万
円
＋
１
千
万
円
×
法
定
相
続
人

数
」
か
ら
「
３
千
万
円
＋
６
０
０

万
円
×
法
定
相
続
人
数
」
に
な
っ

た
わ
け
だ
。

こ
れ
に
よ
り
、
法
定
相
続
人
の

遺
族
が
妻
と
子
２
人
の
場
合
、
今

ま
で
は
合
計
８
千
万
円
以
上
の
資

産
が
な
け
れ
ば
相
続
税
は
発
生
し

な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
今
後
は
４
８

０
０
万
円
以
上
で
発
生
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
持
ち
家
に
ち
ょ
っ
と

し
た
預
金
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で

対
象
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
本

遺
影
お
よ
び
遺
骨
を
祭
り
、
僧
侶

に
よ
る
読
経
と
と
も
に
、
参
列
者

が
焼
香
な
ど
を
行
う
仏
式
の
も
の

だ
っ
た
。
な
お
２
回
行
わ
れ
た
告

別
式
に
要
し
た
費
用
は
、
Ａ
市
で

の
も
の
が
２
０
０
万
円
、
Ｂ
市
で

の
も
の
が
30
万
円
だ
っ
た
。

相
続
税
法
は
葬
式
費
用
の
範
囲

に
つ
い
て
定
め
て
お
ら
ず
、
相
続

税
法
基
本
通
達
13

－

４
で
そ
の
範

囲
に
つ
い
て
、
①
葬
式
も
し
く
は

葬
送
に
際
し
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の

前
に
お
い
て
、
埋
葬
、
火
葬
、
納

骨
ま
た
は
遺
骸（
い
が
い
）も
し
く

は
遺
骨
の
回
送
そ
の
ほ
か
に
要
し

た
費
用
（
仮
葬
式
と
本
葬
式
と
を

行
う
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
両

者
の
費
用
）、②
葬
式
に
際
し
、施

与
し
た
金
品
で
、
被
相
続
人
の
職

業
、
財
産
そ
の
ほ
か
の
事
情
に
照

ら
し
て
相
当
程
度
と
認
め
ら
れ
る

も
の
に
要
し
た
費
用
、
③
①
ま
た

は
②
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
葬

式
の
前
後
に
生
じ
た
出
費
で
通
常

葬
式
に
伴
う
も
の
と
認
め
ら
れ
る

も
の
お
よ
び
④
死
体
の
捜
索
ま
た

は
死
体
も
し
く
は
遺
骨
の
運
搬
に

要
し
た
費
用

│
と
し
て
い
る
。

今
回
の
場
合
、
Ａ
市
・
Ｂ
市
ど

ち
ら
の
市
で
行
っ
た
告
別
式
も
、

死
者
の
追
善
供
養
の
た
め
営
ま
れ

る
法
会
（
法
事
）
で
は
な
く
、
死

者
を
葬
る
た
め
に
行
わ
れ
た
儀
式
。

こ
れ
に
よ
り
、
Ｂ
市
の
告
別
式
に

要
し
た
費
用
も
、
同
通
達
に
掲
げ

ら
れ
た
費
用
（
葬
式
に
際
し
要
し

た
費
用
）
に
該
当
す
る
と
考
え
て

良
い
と
当
局
が
回
答
を
示
し
た
。

ぎ
り
ぎ
り
の
ラ
イ
ン
で
相
続
税

の
課
税
対
象
と
な
り
そ
う
な
場
合
、

本
来
家
族
葬
を
希
望
し
て
い
た
が
、

大
々
的
な
葬
儀
を
行
う
こ
と
で
課

税
遺
産
総
額
を
圧
縮
す
る
と
い
う

手
も
あ
り
そ
う
だ
。
た
だ
し
そ
の

場
合
、「
被
相
続
人
の
職
業
、
財

産
そ
の
ほ
か
の
事
情
に
照
ら
し
て

相
当
程
度
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
注
意

し
た
い
。

平
成
23
年
度
税
制
改
正
大
綱
で
は
、
相
続
税
の
大
増
税
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
基
礎
控
除
額
が
大

き
く
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
は
「
ご
く
わ
ず
か
な
人
」
に
し
か
影
響
の
な
か
っ

た
相
続
税
の
問
題
も
、誰
に
で
も
降
り
か
か
っ
て
き
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

相
続
の
際
に
課
税
対
象
と
な
ら
な
い
財
産
や
控
除
で
き
る
財
産
な
ど
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
押
さ

え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

告別式２回も実態に合わせて控除ＯＫ
▼

悲しみの中でも気になるのは葬式費用…

当
に
相
続
が
「
ひ
と
ご
と
」
で
は

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

相
続
の
計
算
は
、
財
産
の
総
額

を
足
し
合
わ
せ
た
「
遺
産
総
額
」

か
ら「
非
課
税
財
産
」「
葬
式
費
用
」

「
受
け
継
い
だ
債
務
」を
差
し
引
き
、

さ
ら
に
そ
こ
に
相
続
開
始
前
３
年

以
内
の
贈
与
財
産
を
足
し
、
３
千

万
円
＋
６
０
０
万
円
×
法
定
相
続

人
数
の
基
礎
控
除
額
を
差
し
引
い

て
計
算
す
る
。

こ
の
よ
う
に
「
葬
式
費
用
」
は

遺
産
総
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
そ
の
葬
式
費
用
に
も

注
意
が
必
要
で
、
そ
こ
に
含
ま
れ

る
の
は
葬
儀
の
費
用
や
お
通
夜
の

費
用
な
ど
の
み
。
香
典
返
し
の
費

用
や
墓
地
や
墓
石
の
購
入
費
用
、

墓
地
の
借
入
料
、
初
七
日
そ
の
ほ

か
法
要
な
ど
の
た
め
の
費
用
は
葬

式
費
用
に
は
含
ま
れ
な
い
。な
お
、

墓
地
・
墓
石
の
購
入
費
用
は
生
前

に
用
意
し
て
お
け
ば
、
非
課
税
財

産
と
し
て
遺
産
総
額
か
ら
控
除
さ

れ
る
。

最
近
で
は
葬
式
の
行
い
方
に
も

多
様
性
が
生
じ
、
従
来
の
仏
式
の

に
加
え
、
儀
礼
的
な
弔
問
者
を
受

け
ず
通
夜
や
告
別
式
だ
け
を
行
う

「
家
族
葬
」
や
、
葬
儀
を
全
く
せ

ず
に
病
院
か
ら
直
接
火
葬
場
へ
と

遺
体
を
送
る
「
直
葬
」
を
希
望
す

る
故
人
も
多
い
。ま
た
、亡
く
な
っ

た
後
に
海
や
山
な
ど
に
骨
を
ま
い

て
ほ
し
い
と
い
う
「
散
骨
」
を
望

む
人
も
増
え
て
い
る
。
故
人
の
こ

う
い
っ
た
要
望
に
応
え
、
遺
族
が

沖
縄
の
海
や
富
士
山
の
山
頂
へ
骨

を
ま
き
に
行
っ
た

│
と
い
っ
た

場
合
、
こ
れ
は
葬
式
費
用
と
し
て

認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

散
骨
葬
式
な
ら
認
め
ら
れ

こ
れ
に
対
し
て
課
税
当
局
は
、

「
葬
式
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る

も
の
な
ら
ば
、
費
用
と
し
て
差
し

支
え
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、「
例

え
ば
、
渡
航
し
た
つ
い
で
に
観
光

も
行
う
よ
う
な
場
合
、
全
て
を
葬

式
費
用
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
ど
こ
ま

で
を
葬
式
費
用
に
す
る
か
は
、
観

光
費
用
な
ど
と
切
り
分
け
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
。
豪
華

な
旅
行
を
行
っ
て
「
散
骨
が
故
人

の
遺
志
だ
っ
た
の
で
」
と
言
っ
て

も
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い

わ
け
だ
。

ま
た
先
ご
ろ
、
名
古
屋
国
税
局

が
こ
の
葬
式
費
用
に
つ
い
て
文
書

回
答
事
例
を
示
し
た
。

こ
の
事
例
の
内
容
と
は
、
葬
式

費
用
の
対
象
と
な
る
告
別
式
を
２

回
に
分
け
て
行
っ
た
場
合
、
そ
の

ど
ち
ら
も
葬
式
費
用
と
し
て
非
課

税
財
産
に
算
入
し
て
良
い
の
か
？

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
だ
。

Ａ
市
で
亡
く
な
っ
た
Ｐ
さ
ん
は
、

元
は
Ｂ
市
の
出
身
。
亡
く
な
っ
た

Ａ
市
に
お
い
て
告
別
式
を
行
う
こ

と
に
し
た
が
、
Ａ
市
の
み
で
告
別

式
を
行
う
と
Ｂ
市
に
在
住
の
知
人

や
親
戚
ら
が
告
別
式
に
出
席
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
、

参
列
者
の
便
宜
を
考
慮
し
遺
族
の

意
思
に
よ
り
Ａ
市
で
の
告
別
式
の

後
、
Ｂ
市
で
の
告
別
式
を
別
途
執

り
行
っ
た
。

Ａ
市
に
お
い
て
行
わ
れ
た
１
回

目
の
告
別
式
は
、
遺
影
お
よ
び
遺

体
を
祭
り
、
僧
侶
に
よ
る
読
経
と

と
も
に
職
場
や
近
所
の
方
が
焼
香

な
ど
を
行
う
仏
式
で
執
り
行
っ
た
。

ま
た
、
納
骨
前
に
Ｂ
市
に
お
い
て

行
わ
れ
た
２
回
目
の
告
別
式
も
、

ることも

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
…

相
続
税
ど
こ
ま
で
が
非
課
税
？


